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背景・目的： 船上漁業労働はキツイとされるものが多いが、いかに、何故、キツイのかその労働実

態は十分に解明されていない。作業負荷の定量化手法として、作業姿勢評価手法をワカメ刈取り作業

に適用する。作業姿勢負担度を点数化することで、改善すべき作業内容を明らかにし、省力化方策の

策定に活用する。 

 

作業姿勢評価法： 腰痛や肩腕傷害など作業姿勢が原因となる健康障害を検討するために、Ovako式

作業姿勢分析法（OWAS）を用いて、姿勢（体の屈曲・四肢関節の屈曲・ひねりなど）、荷重（重さや

発揮する力）、時間（持続時間、延べ時間、繰り返し数、速さなど）の作業評価を行う。 
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表１ ＯＷＡＳ姿勢コード 

 

カメ刈取り作業姿勢評価： 

ワカメの刈取り方法は、養殖施設構

、作業船規模、養殖ロープ処理方法

どの違いによって様々な様式となる。

取り様式が異なる３つの生産事例に

してOWAS法を適用し、１秒ごとの姿

を OWAS コード化してＡＣ判定した。

Ｃ点数化することで作業負担度が一

瞭然となり、改善点を明確にするこ

ができる。 

ワカメ刈取り作業効率は、作業姿勢

密接に影響されることを明らかにし

。 
表２ 各姿勢コードのＡＣ 
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図１ ワカメ刈取り作業姿勢評


